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１．事業計画・全般的事項 

●準備書 p.1-23 の修正（朱書きが訂正内容を表しています。） 

 

1.5.7 熱源・空調設備計画 

電力の使用量は26,457,200kWh/年、ガスの使用量は508,363m3/年と計画している。 

(1) 空調計画 

Ａ棟の１～5階は物販店舗であり、年間を通じて冷房運転となることから、冷熱源としては一般的に

最も効率の高いターボ冷凍機を採用する計画である。空調には単一ダクト方式の空調機を採用し、フ

ロアごとに数台設置する。変風量制御や低温送風による搬送動力の削減、外気冷房による中間期及び

冬期の冷房負荷の削減、室内CO2濃度での外気量制御による冷房負荷の削減等を行うことで省エネルギ

ー化に寄与する計画とした。また、変風量装置（VAV）を適宜設置し、細かく温度制御が可能な計画と

した。 

Ａ棟の6階は換気量の大きい飲食店舗を想定しているが、厨房では空調と外気冷房を併用する計画と

している。特に冬季はほぼ外気冷房で運用する計画であるため、暖房負荷は大きくないことから、空

調熱源として、夏季の冷熱源及び温熱源として利用できる高効率仕様のガス焚き吸収式冷温水機を採

用する計画である。各飲食店舗内の客席及び事務室の空調は空冷ヒートポンプエアコンを用いた個別

熱源方式とし、店舗ごとに細かく温度調整を行い、無駄な空調を排除することで省エネルギー化を図

る。 

なお、外向きの小区画店舗等においては営業時間帯が異なることも想定されることから必要な部分

だけの運転を行うことで省エネルギー化を図ることが可能な個別熱源方式（空冷ヒートポンプエアコ

ン）を計画している。 

Ｂ棟には音楽ホールを計画しており、Ａ棟6階の飲食店舗同様、換気量が大きく空調と外気冷房を併

用する計画であり、暖房負荷は大きくないことから、熱源には高効率仕様のガス焚き吸収式冷温水機

を採用する計画である。 

空調用冷水・温水の供給にあたっては、空調機を大温度差仕様にすること及び変流量方式とするこ

とで、ポンプの搬送動力を低減する計画とした。 

熱源機器はいずれもオゾン破壊係数ゼロの冷媒を使用し、環境に配慮する。 

 

表1-8 熱源・空調計画の概要 

棟 フロア 用途 
熱源 

空調方式 
種類 設置位置 

Ａ棟 １～5階 店舗 ターボ冷凍機 地下2階（機械室） 単一ダクト方式 

6階 飲食店舗 ガス焚き吸収式冷温水機 6階 
中央熱源方式、 

個別熱源方式の

併用 

Ｂ棟 1～6階 店舗 
ガス焚き吸収式冷温水機 屋上 

3～5階 音楽ホール 

 

 

別紙① 「１．対象事業の概要 1.5.7 熱源・空調設備計画」の修正 
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●準備書 p.8.2-59～60 の修正 （朱書きが訂正内容を表しています。） 

 

4)予測方法 

施設の稼働（立体駐車場）に伴う騒音の予測は、「大規模小売店舗から発生する騒音予測の手引

き（第2版）」（平成20年10月 経済産業省商務情報政策局流通政策課）に基づき行った。伝搬計算

の予測式は、「道路交通騒音の予測モデル“ASJ RTN-Model 2013”（日本音響学会誌70巻4号）」（平

成26年4月 日本音響学会）を用いた。予測式は「8.2.2 予測 (1) 工事による影響（資材等の運搬）」

と同様である。 

予測手順は図8.2-19に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2-19 駐車場の稼働に伴う等価騒音レベルの予測手順 

 

5)予測条件 

駐車場内の走行台数及び走行経路は、「8.1 大気質 8.1.2 予測 (5) 供用による影響（施設の稼

働（駐車場））」と同様とした。 

駐車場内における来客車両の走行速度は、「大規模小売店舗から発生する騒音予測の手引き（第2

版）」（平成20年10月 経済産業省商務情報政策局流通政策課）に基づき20km/hとし、パワーレベ

ルは自動車工学に基づいたパワーレベル式で計算した結果である82dBとした。 

  

別紙③ 「8.2 騒音 (6)供用による影響（施設の稼働（駐車場））」の修正 

複数の等価騒音レベルの合成

予測地点における 

等価騒音レベル 

駐車場計画 

走行速度 

車種別パワーレベル 

回折による補正 

音源別の等価騒音レベル 

駐車場の稼働状況 

（車種、台数、走行経路、走行時間帯） 

距離減衰 
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●準備書 p.8.8-10 の修正 （朱書きが訂正内容を表しています。） 

イ．計算方法 

圧力や温度により膨張・圧縮される圧縮性流体について、取り扱う範囲での圧力や温度による

密度変化が小さい場合、非圧縮性流体として近似することができる。本予測で取り扱う流体であ

る空気もマッハ数（音速との速度比）が0.3以下であれば非圧縮性流体として取り扱っても問題な

いとされている。 

流体の挙動については、非圧縮性流体での質量保存則を意味する連続の式、粘性流体での運動

方程式を意味する Navier-Stokes の式、エネルギー保存を意味するエネルギー方程式（k 方程式

及びε方程式）の3つの物理方程式を解くことで求めた。各方程式を数値解析するため、計算領域

を有限個の小領域に分割し、小領域への流入量、流出量から解析解を求める有限体積法を用いた。 

基礎方程式は以下のとおりである。 

また、計算モデルの基本構成を表8.8-7に示す。 

 

・質量保存式（連続の式） ߲ ௜ܷ߲ݔ௜ = 0 
・運動方程式（Navier-Stokes の式） ߲ ௜ܷ߲ݐ + ௝ܷ ߲ ௜ܷ߲ݔ௝ = − ߩ1 ௜ݔ߲݌߲ + ௝ݔ߲߲ ቆߥ ߲ ௜ܷ߲ݔ௝ −  ቇ〈௝ݑ௜ݑ〉
・k 方程式 ߲߲݇ݐ + ௜ܷ ௜ݔ߲߲݇ = ௜ݔ߲߲ ൭൬ߥ௧ߪ௞൰ ௜൱ݔ߲߲݇ − 〈௝ݑ௜ݑ〉 ߲ ௜ܷ߲ݔ௝ −  ߝ
・ε方程式 ߲ݐ߲ߝ + ௜ܷ ௜ݔ߲ߝ߲ = ௜ݔ߲߲ ൭൬ߥ௧ߪఌ൰ ௜൱ݔ߲ߝ߲ − ଵܥ ߝ݇ 〈௝ݑ௜ݑ〉 ߲ ௜ܷ߲ݔ௝ − ଶܥ ଶ݇ߝ

 

ここで、-<ui
’uj

’>の予測式 −〈ݑ௜ᇱݑ௝ᇱ〉 = ௧ߥ ቆ߲ ௜ܷ߲ݔ௝ + ߲ ௝ܷ߲ݔ௜ ቇ − 23  ௜௝ߜ݇
 

 〈݂〉 ：変数݂のアンサンブル平均 

௜ ：座標成分（添字のݔ  i,j(=1,2,3)は座標 x,y,z 方向を示す。） 

 ௜ ：変動流速成分ݑ 

௜ܷ ：平均流速成分 

 流体の密度： ߩ 

 圧力： ݌ 

 t ：時間 

 ν ：動粘性係数 νt ：乱流動粘性係数 

別紙④ 「8.8 風害」の修正 
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k ：乱流エネルギー= 〈௨భమା௨మమା௨యమ〉ଶ  

ε ：粘性散逸率= ߥ 〈డ௨೔డ௫ೕ డ௨೔డ௫ೕ〉 ߥ௧ =  C1=1.44 C2=1.92 σk=1.0 σε=1.3 ߝ/ఓ݇ଶܥ
 

 

表8.8-7 計算モデルの基本構成 

項目 構成 

微分方程式離散化手法 有限体積法 

取扱流体 粘性流体 

座標系 直交座標 

時間積分 SMAC 法 

マトリックス解法 
速度，温度 － Jacobi 法 

圧力    － 改良 Gauss Seidel 法 

時間差分 一次風上差分スキーム 

解析時間 計算開始から定常に至るまで計算する 
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●準備書 p.8.10-5 の修正 （朱書きが訂正内容を表しています。） 

 

厨房排水は、水質を下水道基準値以下となるように処理した上で放流する。処理方式は生物処

理（活性汚泥法）による。余剰汚泥量の算出は、表8.10-8に示す厨房排水量、流入水質及び残存

率から、次式により算出した。 

余剰汚泥量は2,285t/年と算出される。 

 

・余剰汚泥発生量(kg/日)＝厨房排水量(m3/日)×厨房排水水質(mg/L)×残存率 

BOD:202m3/日×1,000L/m3×800mg/L÷1,000,000（mg/kg）×0.4＝64.6kg/日 

SS:202m3/日×1,000L/m3×300mg/L÷1,000,000（mg/kg）×1.0＝60.6kg/日 

n-ヘキサン:202m3/日×1,000L/m3×150mg/L÷1,000,000（mg/kg）×0.0＝0.0kg/日 

       計125.2kg/日 

・余剰汚泥量(t/年)＝余剰汚泥発生量(kg/日)×100/(100-含水率98%)×365日/年÷1,000(kg/t) 

125.2kg/日×100/(100-98)×365日/年÷1,000(kg/t)＝2,285t/年 

 

表8.10-8 厨房排水の設定 

 

 

厨房排水量 202m3/日

濃度(mg/L) 残存率 濃度(mg/L) 残存率 濃度(mg/L) 残存率

800 0.4 300 1.0 150 0.0

注　厨房排水量は厨房への上水の給水量と同じとした。

厨房への上水の給水量：有効面積3,200m
2
×70L/m

2
×上水比率90%=202m

3
/日

 流入水質は一般的な施設の例を参考に設定した。

流入水質

BOD SS n-ヘキサン

別紙⑤ 「8.10 廃棄物等」の修正 


